
 

  

希望進路実現へ充実した日々を 
先月の学年団通信では「ゆうれい」に例えて、現在・過去・未来の時系列の内容を掲載しました。

実は、この「ゆうれい」の話には続きがあります。 

自分を見つめていないと「ゆうれい」になります。「ゆうれい」が人を傷つけたり襲ったりする

ことはイメージ的にありませんね。しかし、そのまま自分を見失ったまま「ゆうれい」を続ける

と、自分に起きるすべての出来事を他人のせいにしたり攻撃したりしてしまう「モンスター」と変

化していくようです。誰もが自分を見失って「ゆうれい」になり、更には「モンスター」にまでも

なってしまう可能性があるのです。ですから、日頃から今の自分の行動や考え方をしっかり見つ

めながら行動していくことが必要となります。 

皆さんの中には受験を終え進路が決定した人もいますし、これから志望する高校を受験する人

もいます。どちらであっても残りの中学校生活を、「ゆうれい」や「モンスター」にならないよう

に、今の学習の取組や生活の仕方を見つめながら前進してほしいと思います。 

「ゆうれい」   →  「モンスター」 ×   
今の自分を見つめていない         他人を攻撃する 

残り１か月の学習について 
① ５教科をむらなく、隅々まで目を通そう。 

出題範囲は広い。特に弱点と思われる内容や忘れやすい内容は「これでよし」と思えるまで、
最後の総仕上げをする。合否に関しては、学力検査の点数は今からでも増やせることを、再認識
し取り組もう。同じ点数の受検生が５人以上はいると思え。１点に笑い、１点に泣く。  

② 難しい問題より、基礎的・基本的な事項を重点的に学習しよう。 
各教科の先生方が強調されている学習事項は、応用力を身に付けるための基礎となる。「あれ

は１度やったから」「あれはもう覚えているから」「もう解けるからやる必要はない」などとい
う安心感は持たないほうがよい。正しい理解と豊富な知識は難問をひもとく鍵となる。今もって
いる知識を確実なものにするために、再度、確認・点検をしよう。 

③ 頭の働きを休めないようにしよう。 
  「あと１か月だから勉強しても同じだ」という考えは、頭の働きを知らない人である。頭は使
わなければ働かない。スポーツ選手が２～３日運動を止めると、できていたプレーができないよ
うになり、元の状態に戻すのに倍の４～５日かかると言われている。頭の働きもこれと同じ。入
試の当日に、最高の働きができるように、十分な準備運動を続けておこう。 

④ 学校でいる時間を有効に使おう。 
分からない内容について、進んで質問して粘り強く自分のものにする。学校には気軽に質問で

きる先生がたくさんいる。「なるほど」「あっ、わかった」と、自分が納得できた問題はきっと
出題されても解くことができるはずである。 

⑤ 早起きをしよう。 
脳は、起床後３時間あたりから活発に働く。９時に学力検査が開始すると考えて、６時に起き

る習慣をつけておこう。 
⑥ 健康を大切にしよう。 

新型コロナウイルスをはじめ、インフルエンザやかぜの予防も大切である。こまめな手洗い換
気など、生活面においても気を配っておこう。 
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 日 曜 ２月の行事予定 下校時刻 

1 木 
公立自己推薦選抜 

4 時間授業（給食なし） 

12:05 

2 金 代議員会 延長清掃 16:20 

3 土   

4 日   

5 月  全校朝礼 16:20 

6 火  16:10 

7 水 

公立自己推薦選抜合格発表 

4 時間授業（給食なし） 

フッ素洗口  

12:05 

8 木 4時間授業 13:20 

9 金  16:10 

10 土   

11 日 建国記念の日  

12 月  振替休日  

13 火  16:10 

14 水 
第2回総合診断  6時間授業 

公立一般選抜願書出願～15 

16:10 

15 木 
5 時間授業  

口座振替日（最終） 

14:55 

16 金  16:10 

17 土   

18 日   

19 月  6時間授業 16:00 

20 火 
6 時間授業 

公立一般選抜志願変更～22 

16:00 

21 水  15:10 

22 木 代議員会 16:10 

23 金   

24 土   

25 日   

26 月  生徒集会 16:20 

27 火  16:10 

28 水  14:55 

29 木  16:10 

私立高校の入学手続きについて 
私立高校の受検が終わり、ほっと息ついてい

る人も多いことでしょう。しかし、せっかく合格
しても、決められた期間内に手続きをしないと
合格が取り消しになってしまうケースがありま
す。高校によって手続きの期間が異なりますの
で（公立高校の合格発表後でよいか、それより早
いかなど）よく確認をして忘れずに手続きをす
るようにしてください。 
注意事項  
★ 手続き期間内に入学金を納めると手続き完
了となります。 

★ 手続き方法については合格通知に記載され
ています。高校から送られてきた書類をよく
ご覧の上、手続きをお願いします。 

★ 一度納めた入学金は、他の高校に進学する
ことになっても返金されません。 

保護者の皆様へ 
◆今月の諸費引落日は 2月１５日（木）です。
今回が今年度の最終引き落としです。通帳の残
高をご確認ください。 
◆やむを得ず送迎する際の保護者駐車場は南駐
車場です。安全のため校内への乗り入れはご遠
慮ください。また、路上駐車はマナー違反ではな
く、交通違反です。交通渋滞を招くとともに事故
の可能性を高めます。お子様の安全確保のため
にも保護者駐車場をご利用ください。 

３月の行事予定 
 ７日（木）公立高校学力検査 
 ８日（金）公立高校面接及び適性検査 
１１日（月）卒業証書授与式予行 
      受賞式 
１２日（火）卒業証書授与式 
１９日（火）公立高校合格発表 

公立高校自己推薦選抜について 
２月１日（木）の公立高校自己推薦選抜は現

地集合になります。また、検査終了後は、各高
校から帰宅し、自宅学習となります。詳しい内
容は、１月 26 日（金）の校内周知会で配布し
たプリントを確認してください。 
本校でも、たくさんの人が挑戦します。出願

状況を新聞等で確認したと思いますが、毎年「狭
き門」になっています。しかし、そんなことで、
焦っている場合ではありません。「どうしても
その学校に進学したい」という強い意志のもと
出願するわけですから、その思いがしっかりと
高校に伝わるように、総合問題、作文、適性検
査、面接で自分をアピールしましょう。特に面
接では、志望動機や自己ＰＲなど十分気持ちが
伝わるように準備をしておきましょう。健闘を
祈ります。 
２月７日（水）の合格発表につきましては、

各高校で 9：30 に発表されますので、確認後
帰宅し、自宅学習となります。不合格により公
立高校一般選抜出願について変更や相談のある
人は、発表当日の午前中までに申し出てくださ
い。午後に懇談を行います。 


